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（２）新秋⽥県DX推進計画について 資料２

計画の位置づけ 推進期間

2026年度〜2029年度
（令和８年度〜令和11年度）

● 「秋⽥県総合計画 〜秋⽥再興への第⼀歩〜」の個別計画とし
て、秋⽥県が⽬指すデジタル社会の実現に向け、全庁的な取組
の指針とする計画

● 「官⺠データ活⽤推進基本法（平成28年法律第103号）」に基
づく「都道府県官⺠データ活⽤推進計画」

本計画における「デジタルシフト」とは

● デジタル技術が使われ、社会に
影響を与えていく過程は⼀般的
に３つの段階（ステップ）で
す。本計画では、DXを実現して
いくそれら過程の全体を「デジ
タルシフト」とします。 （例）

 ‧紙に書かれた数字
 ‧紙の注⽂書
 ‧紙に書かれた議事録

（例）
 ‧数字をパソコンに⼊⼒
 ‧注⽂書の画像データ化
 ‧パソコンに⽂字を⼊⼒して
  議事録作成

デジタルシフト

デジタル技術
以前

 組織横断、異分野横断的な業
務‧製造プロセスのデジタル
化、また、それによって起こる
新しい価値の創造

（例）
‧蓄積した注⽂や議事録をAIが
 読み取り、他の情報と結びつ
 けて販売⽅針や会議結果の解
 決策を提⽰

DX（デジタル‧トラ
ンスフォーメーション）

ステップ３

デジタライゼーション

 業務‧製造プロセスへの
デジタル技術導⼊

ステップ２

デジタイゼーション

 数字‧数値、⽂字等の
デジタルデータ化

ステップ１

（例）
 ‧数字データや画像データ
  を、データのまま事務処理
 ‧⾳声から⾃動で⽂字起こし

ＤＸ戦略本部事務局



計画の⽬標
取組の分野の⽅向性

取組の分野の⽅向性

現状と課題
【秋⽥県の現状】

○全国のすう勢を上回る⼈⼝減少と少⼦
 ⾼齢化
○県⺠総⽣産の伸び悩み
○労働⼒が減少し、⼈⼿が不⾜
○⼈⼝密度が希薄な地域の拡がり
○⾃然災害が激甚化‧頻発化
○有害⿃獣が⽣活圏に⽇常的に出没

 【デジタル社会をめぐる最近の情勢】
 ○⽣成AIやAIエージェントなど新技術
 の浸透と電⼒需要の更なる⾼まり
 ○全国的に官⺠を問わず、デジタル⼈
 材が不⾜
 ○⾃治体システムの標準化が進展
 ○将来のデータ連携社会を⾒据えた
 オープンデータ化の⽅向

【本県のDX推進の必要性】
○くらし：⼈⼝が減少する中にあっても、様々な⽣活サービス
     の利便性や持続性の向上が必要 
○産 業：デジタル社会の到来に対応して、⽣産性の向上や業
     務の効率化、新ビジネスの創出、本県の将来を⽀え
     る産業構成への転換など、競争⼒を強化する必要 
○⾏ 政：県や市町村の職員が減少する中にあっても、⾏政
     サービスの維持‧向上ニーズに対応していく必要

 ⼈⼝減少社会において、様々な地域課題の解決を図りつつ、社会経済の変化に対応しながら本県が⼒強く歩んでいくために、デジタル技術の活⽤
による社会の変⾰や新たな価値の創出を図るＤＸ推進に向けた計画を新たに策定する。

  ⼀⼈ひとりのニーズが満たされ、それぞれが「豊かさ」を感じられる社会の実現

新秋田県DX推進計画の概要          
策定の趣旨

計画の⽬標

 ⽣活に係る各種のサービス提供を、デジタル
技術を活⽤して賢く最適化し、⽣活の質の維持
‧向上を図ります。

    持続する“地域の
    くらし”を⽀える

施策数：13
取組数：32

    “産業の伸びしろ”
      を⽣み出す

 AIやデータの⼒で⼈⼿不⾜の克服とビジネス
の⾼付加価値化を⾏い、地域産業の⽣産性と競
争⼒向上を図ります。

施策数：  9
取組数：20

 デジタル⼈材の育成や教育‧⾏政のDX、通信
インフラ整備を推進するとともに、多様な主体
が連携する機会の創出を⽬指します。

“未来の基盤”
をつくる

施策数：12
取組数：29
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●防災‧減災⼒の強化
 ‧河川情報通知サービスの受信者数
●野⽣⿃獣による被害防⽌対策
 ‧ツキノワグマによる⼈⾝被害者数

●DXを⽀える情報関連産業の誘致‧集積
 ‧誘致認定件数

●デジタル時代に対応した⾼校教育
 ‧｢情報Ⅰ｣で求められる資質‧能⼒
  が⾝に付いている⽣徒の割合



【防災‧減災⼒の強化 】 ＜河川情報通知サービスの受信者数＞          
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【野⽣⿃獣による被害防⽌対策 】 ＜ツキノワグマによる⼈⾝被害者数＞          
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【DXを⽀える情報関連産業の誘致‧集積】 ＜誘致認定件数＞     

13【AKITA DeX人材育成事業】



【デジタル時代に対応した⾼校教育】＜｢情報Ⅰ｣で求められる資質‧能⼒が⾝に付いている⽣徒の割合＞     
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  最新のICT教材やＩＴ専⾨⼈材を活⽤した教育を推進し、これからのデジタル社会で活躍するために必要となる論理的思考⼒、 
提案⼒、課題解決能⼒等の資質‧能⼒を⾝に付けた⼈材を育成する。

 デジタル教育 未来へRUNプロジェクト事業 
【⾼校教育課】

期間：５年間（R4〜R8） 令和８年度予算額  ３４,６５４千円

プロジェクト３
 専⾨⾼校における成⻑産業‧デジタル⼈材
 の育成（２,６３９千円）

◆専⾨⼈材‧地域資源を活⽤した最先端
 技術の学びの推進

各専⾨分野における最先端のデジタル技術に関する講
義‧実習
【専⾨⼈材を活⽤した特別講義】
 県内⼤学、県技術センター、企業等
【県内企業における技術研修】
【指導⼒向上教員研修会】
 ⾼度加⼯技術、最先端農業技術など

◆実習環境等のデジタルネットワーク化、
 学科‧学校間連携の推進

専⾨分野の強みを⽣かした協働的な学びの推進
【農業】スマート農業、リモートセンシングシステム
【⼯業】IoT、ロボット制御
【⽔産】スマート⽔産業
【商業】デジタル×ビジネス
【福祉】介護サービスのデジタル化

＜専⾨⾼校における⼈材育成＞

プロジェクト２ 
 普通⾼校におけるデジタル⼈材 
の育成（８,５０１千円）

◆デジタル探究コースにおける 
探究的な学習活動の充実

プログラミングやAI等のデジタル技
術を活⽤した探究活動の推進

3Dプリンタやドローン等のデジタル
機器や専⾨⼈材の活⽤

⽣徒による成果発表会、交流会等を
実施し学習活動の実践‧検証を推進

◆デジタル‧インターンシップ 
の充実
県内外のＩＴ関連企業等の協⼒によ
る就労体験の実施（参集‧オンライ
ン）

＜普通⾼校における⼈材育成＞

◆最先端のデジタル技術を活⽤ 
した学習活動の推進

＜全ての県⽴⾼校における⼈材育成＞

プログラミングやデータサイエンスを体験しながら学習する
「情報Ⅰ」オンライン教材を全ての県⽴⾼校の⽣徒へ配付

「マイクロビット」及び拡張機器と
1⼈1台端末によるプログラミング実習

「秋⽥県⾼校⽣マイクロビットコンテスト」
の開催による学習成果を共有

◆⽣徒の情報活⽤能⼒の向上

◆教員の情報活⽤指導⼒の向上
Google for Educationパートナー⾃治体プログラムへの参画

「情報Ⅰ」オンライン教材の実践的な活⽤⽅法に関する研修、
プログラミング研修、データサイエンス研修の実施

⽣成ＡＩ活⽤や情報デザインに係る研修の実施

プロジェクト１ 
 県⽴⾼校におけるプログラミング実習教材を活⽤した
 ⼈材育成（２３,５１４千円）

「秋⽥県⾼等学校プログラミングテスト（１
級〜３級）」を実施し、プログラミングを中
⼼とした情報Ⅰの学習状況を把握 実習施設等における１⼈１台端末

の活⽤の充実
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マイクロビットコンテスト 表彰式

作品の発表
の様⼦

表彰された
⽣徒
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デジタル探究コース 授業⾵景

ドローン実習の様⼦

ドローン

⼤学教授によるデータサイエンス
に関する遠隔授業
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